
令和 7年度（２０２５年度）「学校安全総合支援事業（防災）」における 

天草支援学校高等部・天草拓心高校本渡校舎合同公開地震・火災避難訓練実施計画 

 

令和７年（２０２５年）１０月１０日 

天草支援学校 保健体育部 

 

１ 目的 

（１） 物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所に素早く身を寄せて安全が確保できる

ようにする。 

（２） 万一の火災に際しての天草拓心高校との合同避難訓練を行い、非常時にも冷静に対応する能力 

を身に付ける。 

（３） 生徒が煙から身を守ることの大切さを理解するとともに、職員の誘導に従い、素早く避難でき

るようにする。 

（４） 職員が生徒を素早く且つ安全に避難誘導できるよう、問題点を見つけ出す機会とする。 

（５） 平成２８年熊本地震及び令和２年７月豪雨の教訓を生かし、今後も想定される自然災害に対し

「自助」「共助」のために、生徒が主体的に行動する態度を育成する。 

 

２ 日時 

  令和７年（２０２５年）１０月２８日（火）【３・４限目授業中】※雨天決行 

   事前学習  午前１０時５０分～午前１１時２０分（各教室） 

   避難訓練  午前１１時２０分～午前１１時４０分 

   煙体験学習 午前１１時５０分～午後１２時１０分（体育館横テント） 

   事後学習  午後１２時１０分～午後１２時４０分（各教室） 

   合評会   午後１２時１０分～午後１２時４５分（天草拓心高校本渡校舎２階会議室） 

 

３ 想定する震度、出火場所 

   震度等 ：震度６弱、津波の心配はなし。 

   出火場所：天草支援学校高等部校舎 窯業室（武道場横） 

 

４ 参加者 

   生徒 ５１人 職員３１人（天草支援学校 高等部校舎） 

   生徒３０５人 職員７０人（天草拓心高校 本渡校舎） 

 

５ 火災による避難方法 

(1)校内放送を聞いて、周囲にいる生徒を掌握しながら、最も危険が少ない方法で避難誘導することを

優先して、運動場に避難する。  

ア 一酸化炭素中毒防止のため、ハンカチや袖で鼻と口を押さえる。 

イ 廊下や屋外には放送が聞こえにくいので、大きな声を掛け合い職員間で臨機応変に対応する。 

ウ 避難の際は、放送が聞こえていない生徒に大声で知らせ誘導しながら避難する。  

エ 発作を誘発する生徒に対しては、担当職員で十分に配慮する。 

オ 歩行に困難のある生徒については、車いす等で移動する。 

ただし、階段などの移動は職員で対応する。（災害時にはエレベーターは使用不可） 

 

(2)人員及び被害状況を確認し、各担任は教頭へ報告する。その際、出欠数を確認し、欠席者がいる場

合にはその名前も報告する。 

※人員報告の仕方は、９の(５)を参照 

 

６ 避難場所（天候により変更になるため、避難放送の指示に従う） 

   晴天時：グラウンド（天草支援学校高等部、天草拓心高校本渡校舎） 

   雨天時：体育館（天草支援学校高等部、天草拓心高校本渡校舎） 

 

 

 



７ 自衛消防組織の班の構成 

係 職 員 任 務 

本部  全体の指揮統括 

火災発生確認  非常ベルを押す 

初期消火 

連絡・通報  天草拓心高校への連絡 

消防署への通報 

避難誘導責任者・計時  計時 

避難誘導  出火時における生徒の避難誘導 

搬出班  非常持出書類（出席簿、出欠確認表） 

救護班  負傷者、被救助者の応急救護 

最終確認  特別教室棟１階２階３階、実験棟１階、木工室、窯業室 

記録  写真記録 

 

８ 訓練の流れ【晴天時】 

内 容 時間 方 法 及 び 内 容  

 

 

 

訓練地震発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練火災発生 

１校内報告 

 

 

 

 

 

 

２消防署通報 

避難指示 

 

 

 

 

３避難誘導 

 

 

４人員報告 

 

 

５【全体会】 

  運動場 

 

1０：50 

 

 

１１：20 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

11：23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11：35 

 

３限目の授業開始 

・準備担当の職員は、全ての防火シャッターをおろす。 

・天草支援学校の生徒は、防火シャッターを通り抜ける体験を行う。 

 

 

 

・頭部を守る行動をとる。 

 

 

 

 

 

・各クラス担任は生徒を落ち着かせるとともに避難出口を確保する。 

 

・火災発見者は、周囲に大声で知らせ、協力を求める。（  ） 

・消火器による初期消火。（  ） 

・消火栓の非常ボタンを押す。（  ） 

・天草拓心高校の事務室へ報告。（  ） 

・消火の成功・失敗を報告。（  ） 

・放送の指示を待つ間に教室のカーテンを開け、窓を全て閉める。 

 

 

 

 

 

 

 

・担任は放送に従い、避難ルートを的確に指示し、生徒を避難場所に誘導す

る。 

・最終確認者は各階の教室やトイレに残留者がいないか確認を行う。 

・人員報告【担任・最終確認者 → 教頭 → 校長（天草拓心）・（天支）】 

                   ※校長(天支)へはラインで報告 

 

（１）概要説明（天草拓心高校防災主任  ） 

（２）指導講評（熊本県学校安全アドバイザー 柴田 敏博様） 

（３）煙体験についての所連絡 

放送※２回繰り返す 

「天草支援学校窯業室（武道場横）にて訓練火災、生徒・教職員はグラウンドへ避

難してください。」 

１１９への通報（  ） 

「訓練火災です。」→以下消防署から尋ねられたことに落ち着いて応答報告する。 

授業中に緊急地震速報 震度６弱の地震が発生 

大きな揺れが１分間 

放送※2回繰り返す 

地震がおさまりましたが、周囲の安全を確認しますので、生徒の皆さん

は先生の指示に従い、安全を確保し、待機してください。 



 

６煙体験学習 

 

 

７事後学習 

学習発表 

 

 

 

11：50 

 

 

12：２0 

 

 

12：50 

 

・天草中央消防署協力のもと天草支援→天草拓心の順で行う。 

・煙体験学習が済んだクラスから順に教室へ移動 

 

・天草拓心高校防災部のみ学習発表 

・天草支援学校高等部の生徒は事後学習を行う。 

 

・終了予定 

  

※雨天時は避難場所を体育館に変更 

 

9 その他 

（１）訓練中は、生徒の心身の状態に常に留意する。 

（２）実施後の反省や気づきなどのアンケートをクラスルームにアップする。 

（３）アンケートをもとに、学部会で反省や改善点を検討する。 

（４）煙体験終了後は、職員室裏で上履きを洗ってから校舎へ入る。 

（５）人員報告の仕方と避難後の整列 

・全員いる場合 

「〇学部〇年〇組 全員います。」 

・欠席者がいる場合 

「〇学部〇年〇組 欠席は生徒〇、職員〇です。残り全員います。」 

・集合場所以外に、生徒がいる場合 

「〇学部〇年〇組 生徒〇は、〇教師と〇場所に待機しています。残り全員います。」 

「〇学部〇年〇組 生徒〇は、〇教師と〇場所に待機しています。欠席は生徒〇、職員〇です。 

残り全員います。」 

※災害時は、逃げ遅れ者が誰なのかが最優先なので、出席者の人数を言う必要はありません。 

※待機とは、ケガやパニック等でその場から移動が難しい状態のことを指します。実際の災害時は詳細を  

報告する。 

※グラウンド(体育館)へ避難を完了したクラスから図のように整列する。 

 

～校舎側(体育館ステージ側)～ 

職員 【本部】 救護所 

天草拓心高校 

本渡校舎生徒 

天草支援学校 

高等部生徒 

三年     二年     一年 三年  二年  一年 


